
 
 

２０１１年２月 

 

 国内需要 

２０１１年度の国内需要は、４１，０００千 t と見通した。 

 

官需については、国の公共事業関係予算が削減されていること、地方の財政悪化

が続いていることから、減少が想定される。 

 

民需については、住宅投資、設備投資ともに緩やかな回復が期待されることから、

前年を上回ると想定される。 

 

以上の背景から、対前年５００千ｔ減の４１，０００千 t （同 98.8％）と見通した。 

 

（単位：千ｔ、％）

官需 民需 合計

前年比 前年比 前年比

2010年度見込み 21,500 92.8 20,000 102.2 41,500 97.1

2011年度見通し 20,000 93.0 21,000 105.0 41,000 98.8

項目

 

 

 輸    出 

２０１１年度の輸出は、１０，８００千 t と見通した。 

 

円高基調の継続、エネルギー価格の上昇に伴う生産コストの高止まり等、引き続き

厳しい輸出環境にあるものの、アジア市場を中心とした輸出マーケットで依然需要の

回復・拡大が続くことに加え、輸出競合国の輸出余力の減退等が見込まれることから、

対前年５００千 t 増の１０，８００千 t（前年比 104.9％）と見通した。 

 

（単位：千ｔ、％）

輸出

前年比

2010年度見込み 10,300 93.2

2011年度見通し 10,800 104.9

項目

 

以  上               

プレスリリース 

２０１１年度セメント需要見通し 


